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旭
農
高
校
の
教
育
の
充
実
を

第
八
代
同
窓
会

福

島

旭
農
同
窓
会
会
員
の
皆
様

の
更
な
る
活
躍
を
祈
念
し
つ
つ

新
年
を
迎
え
今
年
こ
そ
希
望

を
達
成
で
き
る
活
動
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
世
界
を
震
揺
さ
せ

る
事
件
、
事
故
、
災
害
が
多
発

し
ま
し
た
。

今
、
地
方
創
生
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
な
が
ら
、

一方

で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、
ま

た
巨
額
の
投
資
に
よ
る
リ
ニ
ア

新
幹
線
建
設
で
沸
き
上
が
っ
て

和
A
A
誌

窓
ω

開門校学生寸
宮
間

嘗守山
県
農

•••• 

，
 

旭道
園
内
ゆ
捗

会
長堅

一
(
お
的
)

お
り
ま
す
が
、
北
海
道
で
は
J

R
路
線
が
次
々
と
廃
線
に
な

り
、
ま
た
災
害
に
よ
る
路
線
復

旧
が
放
置
さ
れ
る
な
ど
問
題

が
山
積
み
で
す
。
加
え
て
T
P

P
に
よ
る
北
海
道
農
業
、
関
連

産
業
へ
の
打
撃
は
多
大
で
あ

り
、
国
の
対
策
が
急
が
れ
る
と

共
に
、
永
年
大
変
な
努
力
の
も

と
に
築
か
れ
た
産
業
、
と
り
わ

け
農
業
に
お
い
て
は
厳
し
い
国

際
競
争
の
中
で
経
営
の
一
大
改

革
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
旭
農
高

の
農
業
教
育
は
、

将
来
の
産
業
担
い

手
育
成
に
大
き

な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
今
母

校
の
生
徒
達
の

活
躍
と
そ
の
実

績
は
す
ば
ら
し
い

も
の
と
同
窓
生

と
し
て
大
き
な

誇
り
で
あ
り
ま

す
。今

、
文
科
省
、

北
海
道
教
育
委

員
会
で
は
小
、

中
、
高
校
に
至
る

ま
で
「
食
育
、
木

育
」
等
を
教
育
の

基
本
と
し
て
「
食

は
生
涯
を
通
し

て
、
健
康
で
い
き

い
き
と
暮
ら
す

た
め
に
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で

あ
る
と
共
に
、
食
事
の
楽
し
さ

か
ら
心
豊
か
に
し
て
く
れ
る

大
切
な
も
の
」
と
し
て
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
今
、
旭

農
高
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
取
り

組
ん
で
い
る
勉
強
は
こ
れ
ら
事

業
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す。
ま
た
学
校
を
取
り
巻
く
地

域
と
の
連
携
に
よ
る
、
学
校
経

営
、
教
育
を
推
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
普
及
推
進

に
も
地
域
の
皆
様
の
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
旭
農

高
教
育
も
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル

校
と
し
て
各
地
支
部
等
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
皆
様

に
も
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
教
育
基
本
法
」
に
掲
げ
る

「
人
格
の
完
成
と
国
家
社
会
の

形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質

を
備
え
た
、
国
民
育
成
を
目

的
と
し
た
高
校
教
育
」
を
目

指
し
た
教
育
活
動
の
展
開
を
、

同
窓
会
と
し
て
強
く
望
む
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
支
援
を
惜

し
ま
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

九
十
年
を
越
え
る
輝
か
し
い

伝
統
と
歴
史
を
受
け
、
さ
ら
に

大
き
く
発
展
さ
せ
て
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
末

永
く
同
窓
会
活
動
の
更
な
る

充
実
と
発
展
を
計
り
、
母
校
へ

の
援
助
、
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
く
た
め
に
同
窓
生
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
・
申

し
上
げ
ま
す
。
母
校
の
充
実
発

展
と
同
窓
生
の
ご
健
勝
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ーa"、、'
挨

拶

永
農
・
旭
農
同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

推
進
の
た
め
に
一
方
な
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
窓
会

活
動
に
つ
き
ま
し
で
も
各
支
部

の
「
総
会
」
・
「
同
窓
生
の
集
い
」

等
、
精
力
的
に
開
催
さ
れ
、
同

窓
生
の
皆
様
が
交
流
を
深
め

ら
れ
、
粋
を
よ
り
強
聞
な
も
の

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
心
強
く

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
農
業
高
校
で
あ
る
本

校
は
、
将
来
の
地
域
産
業
の
担

い
手
育
成
を
目
指
し
、
実
践

的
、
体
験
的
学
習
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

方
々
か
ら
愛
さ
れ
る
中
で
、
社

会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

卒
業
生
を
数
多
く
輩
出
し
、
輝

か
し
い
歴
史
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
本
校
に
は
素
晴
ら
し
い
数

多
く
の
教
育
財
産
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
同
窓
生
の
方
々
が

守
り
続
け
て
き
た
伝
統
、
地
域

の
方
々
の
思
い
、
ま
た
、
校
訓

「
誠
実
・
勤
労
・
剛
健
」
の
精
神

も
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

常
に
こ
う
し
た
宝
物
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
多
く
の
問
題
が

山
積
す
る
近
未
来
を
自
ら
課

題
を
見
つ
け
解
決
す
る
力
、
新

し
い
も
の
を
生
み
出
し
未
来
を

切
り
開
く
こ
と
の
で
き
る
人
材

を
育
成
す
べ
く
微
力
で
は
あ 第

二
十
六
代
校
長

畠

山

佳

幸

り
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
に
少
し

で
も
近
づ
く
よ
う
心
豊
か
な

人
事
の
育
成
と
旭
農
で
学
ぶ

生
徒
達
が
夢
と
誇
り
を
も
っ
て

活
き
活
き
と
し
た
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す。
ま
た
学
校
の
様
子
で
す
が
、

各
種
販
売
会
(
花
井
・
野
菜
・

米
・
農
産
加
工
品
・
乳
肉
加
工

品
・
木
工
製
品
等
)
の
実
施
、
地

域
と
の
交
流
学
習
(
保
育
園
、

小
学
校
)
、
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
、

生
徒
会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
部
活
動
等
も
地
域
の
方

か
ら
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
活

動
の
支
援
と
な
っ
て
御
座
い
ま

す
同
窓
会
か
ら
の
「
教
育
振
興

基
金
」
が
あ
り
生
徒
達
が
充

実
し
た
活
動
が
行
え
て
い
る
こ

と
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
後
も
魅
力
あ

る
学
校
と
し
て
さ
ら
に
発
展

し
、
生
徒
に
夢
と
希
望
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
教
育
、
生
徒

達
が
母
校
に
誇
り
を
持
ち
、
母

校
を
自
慢
で
き
る
学
校
づ
く

り
に
教
職
員
一
同
努
め
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
本
校
の
教
育
活
動
に
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
て
校
長
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。



農旭〈自》 (2) 

旭
農
同
窓
会
総
会
及
び
集
い
に
つ
い
て
(
報
告
)

JlI霊
長

同
署宮

山蚕

勝
(
犯
的
)

旭
川
農
業
高
等
学
校
同
窓

会
総
会
が
、
支
部
長
及
び
支
部

代
議
員
の
出
席
の
も
と

1
月

初
日
旭
川
市
内
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

福
島
堅
一会
長

(
S
お
)
か

ら
、
先
輩
諸
氏
の
た
ゆ
ま
な
い

努
力
に
よ
り
築
か
れ
た
母
校

が
幻
年
の
歴
史
を
迎
え
る
な

か
、
母
校
が
多
方
面
に
亘
り
素

晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
同
窓
会
と
し
て
高
く

評
価
す
る
と
と
も
に
同
窓
生

の
誇
り
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
後
輩
の
活
躍
に
期
待

し
全
国
の
同
窓
生
に
崎
支
部

を
通
し
て
卒
業
生
へ
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
挨
拶
が
あ
り
ま

- 平成27年決算・平成28年 予 算 案

項 目 H27決算 H28予算 適 用

繰 越 金 564，863 609，012 
正会員会費 936，000 972，000 卒業生162名x6，000円
雑 収 入 110，488 466 利息・集い残金

基金運用益金 2，195，322 2，195，322 国税・地方税除く
JEh 3 言十 3，806，673 3，776，800 

備 品 費 。 20，000 

務事費
通 費 18，707 20，000 切手はがき

~p 開IJ 費 。 20，000 インク・紙

消耗品費 9，910 20.000 事務用品

幹事活動助成費 50，000 50，000 校内幹事5名
計 78，617 130，000 

事業費

機 関 誌 255，212 300，000 印刷送料

卒業記念品費 149目339 160，000 印鑑ケース

慶 弔 費 22，368 60，000 弔電・生花・香典

諸 費 178，000 300，000 支部総会祝儀

計 604，919 820，000 
役 員 手 当 110，000 110，000 役員11名

旅 費 494，450 600，000 総会・支部総会等

会 議 費 99，895 200，000 総会会場費

予 備 費 109，780 216β00 集い助成他

教育振興助成 1，400，000 1，400，000 本校助成

支部活動費 300，000 300，000 支部総会助成

計 2，514，125 2，826，800 
次年度繰越 609，012 
d口>. 言十 3，806，673 3，776，800 

- 平成28年教育振興基金(国債運用基金額 145，000，000円)
基金 額 | 利息 | 税金 | 基金運用益金

2，755，000 I国税 421，9281
地方税 137，750

559，678 2，195，322 2，755，000 

・平成27年事業報告(H27.1.1""H27.12.31) 

ムー=za 
A 
ロ

1月13日 役員会・会計監査 集い実行委員会

1月31日 平成27年同窓会総会 同窓生の集い

2月27日 役員会 同窓会入会式

3月 1日 第67回卒業式出席機関誌第51号発行

4月 8日 平成27年度入学式出席

11月28日 役員会集い実行委員会

12月19日 役員会集い実行委員会 の
挨
拶
で
開
催
、
参
加
者

・

2
7
5
名
が
吹
奏
楽
部
の
演

…

奏
後
、
な
つ
か
し
い
同
窓
生
と

一

和
や
か
に
懇
親
を
は
か
り
、
当

・

番
期
を
中
心
と
し
た
卒
業
記

…

念
ア
ル
バ
ム
か
ら
抜
粋
し
た
懐

・

か
し
い
木
造
校
舎
や
学
校
行

…

事
、
部
活
動
、
修
学
旅
行
な
ど

・

が
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
歓

一

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
最

…

後
は
荒
井
泰
史
事
務
局
長

・

(
S
臼
)
の
音
頭
で
、
「
永
農
歌
」
、

一

「
旭
農
校
歌
」
を
全
員
で
合

・

唱
、
学
生
時
代
の
青
春
を
思
い

…

出
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

-支部総会参加東鷹栖・旭川東旭川北末広 鷹栖当麻・東旭川神居愛別札幌・東京・十勝上富良野・苫小牧

.平成28年事業計画(H28.1.1 ""H28. 1 2.31 ) 
1月16日 役員会・会計監査 集い実行委員会

1月30日 平成28年同窓会総会 同窓生の集い

2月29日 役員会同窓会入会式

3月 1日 第68回卒業式出席 機関誌第52号発行

4月 8日 平成28年度入学式出席

4月~ 役員会開催・支部活動支援
教育振興基金助成同窓生の集い開催
母校諸行事後援・母校生徒会農業クラブへの後援

し
た
。

総
会
議
長
に
、
高
井
優

(
S

必
)
愛
別
支
部
長
を
選
出
、
平

成
幻
年
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
監
査
報
告
、
新
年
度
事
業

計
画
案
、
予
算
案
に
つ
い
て
満

場
一致
承
認
さ
れ
、
平
成
却
年

の
同
窓
生
の
集
い
当
番
期
は
、

実
行
委
員
期
に
日
年
卒
期
を

中
心
と
し
平
成
却
年
1
月
お

日
に
開
催
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。平

成
お
年
永
農
・
旭
農
同

窓
生
の
集
い
は
、
木
下
忠
行
実

行
委
員
長

(
S
臼
鷹
栖
支
部
)



農旭〈自》

旭
農
近
況
報
告

頭

悦生
教

赤穂

同
窓
会
会
員
の
方
々
に
は
、
日
頃

よ
り
母
校
の
教
育
活
動
へ
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
様
々
な
面
か

ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
機
関
誌
の
発
行
に

あ
た
り
、
生
徒
の
状
況
等
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
も
野
球
部
を
始
め
、
多
く

の
部
活
動
が
活
躍
し
て
い
る
と
こ
で

す
が
特
に
農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
お
い
て
米
粉
班

と
サ
サ
班
が
却
年
度
の
全
国
大
会

か
ら
北
海
道
の
代
表
と
し
て
連
続

出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

2
月
に
行
わ
れ
た
農
業

ク
ラ
ブ
全
道
実
績
発
表
大
会
に
お
い

て
米
粉
班
と
中
華
ま
ん
班
が
最
優

秀
と
な
り
、
叩
月
に
大
阪
府
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
に
北
海
道
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。
米
粉
班
に
つ
い

て
は
3
連
続
の
全
国
大
会
出
場
と

な
り
ま
す
。
今
や
北
海
道
の
農
業
高

校
を
牽
引
す
る
農
業
ク
ラ
ブ
北
海

道
本
部
校
と
し
て
の
実
力
を
大
い
に

発
揮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
部
活
動
や
農
ク
活
動
以
外

に
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
販
売
会
等

の
連
携
事
業
に
お
い
て
、
旭
農
生
の

活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
関
係
機
関

や
市
民
か
ら
厚
い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

(3) 

【
全
国
大
会
}

.
ス
キ
|
部

第
侃
回
全
国
高
等
学
校

ス
キ
l
大
会

(
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部
)

2
F
渡
蓮
大
地

1
M
窪
井
ゆ
か
り

第
お
回
全
国
高
等
学
校

選
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農
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ク
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(
群
馬
県
/
叩
月
目
日

1
2日
)

優
秀
賞
一
農
業
鑑
定
競
技

食
品

2
M
中
村
優
花

林
業

3
F
遠
藤
隼

優
秀
賞
一
平
板
測
量
競
技

3
F前
津
匠

3
F
山
田
大
輔

3
F
山
川
勇
介

3
L
堀
川
瑠
莱

全
校
生
徒
数

(
平
成
お
年
2
月
1
日
現
在
)

学科名
1年生 2年生 3年生

男 女 計 男 女 計 男 女 計

農業科学科 23 17 40 13 26 39 18 23 41 

食品科学科 5 35 40 7 31 38 5 35 40 

森林科学科 31 9 40 38 1 39 33 7 40 

生活科学科 。39 39 l 39 40 。41 41 

1口』 計 59 100 159 59 97 156 56 106 162 

出
身
市
町
村
別
生
徒
数

(
平
成
部
年
2
月
1
日
現
在
)

全
校
生
徒
は
、
4
7
7名
(
男
子

お
%
、
女
子
臼
%
)
、
出
身
市
町
村

別
に
見
て
み
る
と
旭
川
市
の
生
徒

が
非
常
に
多
く
、
全
体
の
付
%
の
割

合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市町村 生徒数 市町村 生徒数

旭川市 370 鷹栖町 15 

東川町 11 美瑛町 10 

東神楽町 8 比布町 7 

上川町 l 和寒町 5 

当麻町 30 そのイ也 9 

愛別町 11 合計 477 

進
路
動
向

(
平
成
部
年
2
月

1
日
現
在
)

道
内
高
校
生
の
ロ
月
末
就
職

内
定
率
は
制
%
と
前
年
比
幻
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
本
校
も

左
図
の
と
お
り
就
職
未
決
定
者

5
名
で
す
の
で
、
今
後
と
も
進
路

指
導
部
を
中
心
と
し
て
、
卒
業
ま

で
全
員
の
進
路
決
定
と
、

1
・2

年
生
に
は
早
期
か
ら
の
進
路
指

導
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

希望者数 決定者数 決定率

進学 64 64 100.0% 

就職 96 91 94.7% 

自営 2 2 100.0% 

全体 162 157 96.9% 



農旭《自》 (4) 

岩
見
沢
支

宮部
高主 総

橋23
報
.& 
日

義

輝
氏
(
印

H
)

昨
年
日
月
剖
日
に
岩
見
沢

市
内
で
、
本
会
員

5
名
、
特

別
会
員

3
名
計

8
名
で
開
催

し
ま
し
た
。
引
き
継
い
だ
と
き

は
多
数
い
た
会
員
も
、
諸
事

情
で
四
年
ほ
ど
空
い
て
し
ま
っ

た
の
で
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ

た
会
員
の
方
も
お
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
一
人
で
も
多
く
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
写
真
は
、
安
田

恭
了
横
山
弘
・
瀬
戸
慶
明
前

校
長
を
交
え
て
。

岩見沢支部総会

永農・ 旭農同窓会支部組織役員一覧 352詣親密会決議)
支 部 名 支部長名(卒期) 郵便番号 住 所

旭川中央 安田佳正(59F) 070-0023 旭川市東3条6丁目3-8
旭 )11 東 飛騨野正幸 (37Aa) 078-8234 旭川市豊岡4条5丁目1-7
旭 )11 北 奥山義三 (41F) 070-0864 旭川市住吉4条2丁目7-8
永山東{支同代理} 谷田義一 (27Aa) 079-8417 旭川市永山7条19丁目3-22
永山西 (...局長} 松原 朗 (48Ab) 079-8420 旭川市永山10条9丁目1-7
東 旭 )11 森定 一三 (36Ab) 078-1272 旭川市東旭町豊田565番地

旭 正 谷口威裕(42Aa) 078-8340 旭川市東旭川共栄255番地

東 鷹 栖 柿 林 孝 志(42Ab) 071-8152 旭川市東鷹栖2線14号641番9号
末 広 岡 康弘 (29H) 071-8136 旭川市末広6条1丁目6-17
神 居 上楽隆利(35Ab) 070-8013 旭川市神居3条8丁目1-2
神 楽 辻 義照 (26Fc) 070-8007 旭川市神楽7条9丁目2-5
西 神 楽 山 本 哲 夫(35P) 071-0181 旭川市西神楽l線15号
江 丹 別 橋本祐一(24F旧) 070-8051 旭川市江丹別町嵐山54
上 )11 高橋義久(38F) 078-1744 上川郡上川町北町34番地6号
愛 JJU 高井 優 (46Ab) 078-1401 上川郡愛別町字愛別1324番地

手口 寒 中道虞佐義 (46Ab) 098-0113 上川郡和寒町字菊野

当 麻 角谷真一 (45Aa) 078-1331 上川郡当麻町中央6区

比 布 伊藤喜代志 (48Ab) 078-0321 上川郡比布町北l線4号
鷹 栖 加藤敏昭 (44Aa) 071-1261 上川郡鷹栖町21線15号
東 )11 鬼塚嘉幸(20Ab) 071-1437 上川郡東川町東7号北29番地

東 神 楽 堤 義彰 (48Ab) 071-1547 上川郡東神楽町17号南7
美 瑛 P.¥¥本清光(36Aa) 071-0226 上川郡美瑛町美沢共立

富 良 野 岸 本 和 彦(48H) 076-0046 富良野市北斗町

(連絡先幹事) 土橋頼浩(H4F) 076-8555 富良野市弥生町l番1号(市役所農林謀)

中富良野 安井士八(43Ab) 071-0700 空知郡中富良野町東5線北15
上富良野 工藤次郎(46F) 071-0526 空知郡上富良野町東6線北16号
士 別

名 寄 和田敏明 (45Aa) 096-0017 名寄市西7条南10丁目

札 幌 伊林 好 (44Ab) 004-0031 札幌市厚別区上野幌1条3丁目9-13
岩 見 沢 高橋義輝(50H) 068-0808 岩見沢市南町8条4丁目8番9号
滝 )11 清造冨二夫(33Ab) 073-0023 滝川市緑町2丁目l番15号
i采 川 ・ 沼田 冨田 修 (45Aa) 074-0015 深川市深川町字メム5号線山l線

留 萌 橋村 博(55Aa) 078-3457 留萌郡小平町字大椴311番地

芦 別
北 見 深谷正信(30F) 090-0035 北見市北斗町3丁目7-11
車問 走 春田淑郎(28Fa) 093-0042 網走市潮見9丁目7番4号
紋 JJU 本田勝樹(37H) 093-0731 紋別郡湧別町字芭露260番地

十 勝 酒井末治(32F) 080-0021 帯広市西11条南24丁目3号
苫 牧 工藤 隆(46F) 053-0042 苫小牧市三光町3丁目11番l号

日 高 柏崎 雅 (25Ab新) 057-0034 浦河郡浦河町堺町西5丁目2-15
幌 延
遠 JJU 
浜 頓 JJU 東雲良三(22Fb) 098-5721 枝幸郡浜頓別町南l番l号

枝 幸
4占~ 前 柴田雅紀(H1Aa) 078-3637 苫前郡苫前町字九重

釧路・根室 池田昌己(50F) 084-0910 釧路市昭和日中央2丁目13-16
道 南 山本慎二 (32Aa) 041-1111 亀田郡七飯町本町246番9号
倶 知 安
東 京 鈴 木 歳 督(33Ab) 359-0001 埼玉県所沢市下富1056-27

平成29年 会員多数ご参加ください

勝旭農鴎重量@費患い
Im'I，董謹 平成29年1月28日(土)

・園理 15:00~
園理盟・ アートホテルズ旭川
E翠ImUI39・44・49(卒期)

霞震霊園 三浦義昭(54Ab)

E華laI54(卒期)

E彊iE159-H元-H6・Hll.H16
H21・H26(卒期)
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事務局出版)

旭川農業高等学校同窓会機関誌「旭農J(永農通
巻第52号)をお届け致します。編集に際し原稿の執
筆、資料、写真等をご提供いただきました方々に深く感
謝申しあげます。機関誌「旭農」は同窓生皆さんの
「粋」であり「広場」でもあります。更に伝統ある旭農会
の歩みを刻み、歴史のー頁にしたいと思います。

同窓生各位のご健康とご多幸を母校よりお祈り申し
あげます。
逝去された会員の皆様のご冥福を心よりお祈り申し

上げます。
(文責


